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一か月以上咲き
続ける合歓（ネ
ム）の花のアッ
プ。たわわに実っ
たヤマウコギの
実。今夏は遅咲
きのナツズイセ
ン。涼しげなギ
ボウシ（ホスタ）。
絵・文（実）

タイトル画説明

８
月
10
日

総
勢
３
０
０
人
が
集
い

浮
田
の
ア
ツ
イ
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

子どもよさこいソーラン

Ｄ o田 舎 ☆ サ マ ー フ ェ ス 2024

わ 太 鼓 満 月 組

浮 田 神 楽

肥 田 葉子 さん 東 和 三 弦 会



順 位 氏 名 ス コア

優 勝 八 重 樫 　 静 子 （ 中 内 ） 5 8

準 優 勝 釣 木 澤 　 俊 孝 （ 石 宮 ） 6 0

第 3 位 菊 池 　 隆 耕 （ 毒 沢 ） 6 1

第 4 位 小 菅 　 　 勵  （ 毒 沢 ） 6 2

第 5 位 小 田 島   英 雄 （ 下 浮 田 ） 6 5

第 6 位 伊 藤 　 建 夫 （ 上 浮 田 ） 6 6

（ 3 R 2 4 H ）
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「
ペ
レ
ニ
ア
ル
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

に
行
っ
た
よ
!!
」

６
月
22
日
、
浮
田
の
丘
（
旧

浮
田
保
育
園
園
庭
）
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
31
名
が
楽
し
く
汗
を
か
き

ま
し
た
。
優
勝
者
は
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
２
回
も
出
し
た
八
重

樫
静
子
さ
ん
！
上
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
多
）

夏
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

６
月
14
日
快
晴
の
も
と
、
岩

手
山
が
間
近
に
見
え
る
ペ
レ
ニ

ア
ル
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
18
名

で
、
女
性
に
人
気
の
研
修
で
、

男
性
は
う
ち
６
名
で
し
た
。

ペ
レ
ニ
ア
ル
と
は
宿
根
、
多

年
草
と
呼
ば
れ
、
何
年
も
楽
し

め
る
植
物
の
こ
と
で
す
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
雰
囲
気
を
楽

し
め
、
高
低
差
の
あ
る
所
に
植

栽
す
る
と
、
変
化
の
あ
る
庭
に

な
る
と
の
お
話
で
し
た
。

た
だ
庭
を
管
理
さ
れ
て
い
る

方
の
お
話
で
は
、
草
取
り
と
、

岩
に
苔
が
生
え
る
の
で
手
入
れ

が
大
変
な
こ
と
、
人
気
の
山
野

草
は
盗
掘
に
遭
う
の
で
、
植
栽

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

花
、
植
物
に
は
和
名
、
学
名

が
あ
る
と
の
説
明
後
は
、
グ
ル
ー

プ
で
散
策
を
し
て
い
る
人
、
岩

手
山
を
背
景
に
写
真
に
収
ま
っ

て
い
る
人
、
各
々
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

昼
食
は
、
ガ
ー
デ
ン
併
設
の

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ミ
ル
ク
の
里
で
岩
手

山
を
眺
め
な
が
ら
、
名
物
牛
タ

ン
カ
レ
ー
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
な
た
も

是
非
、
訪
れ

て
は
い
か
が

で
す
か
！

（
辰
）

「

夏

の

八

幡

平

ト

レ

ッ

キ

ン

グ

」

八
幡
平
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
７
月
11
日
に
12
名
の
参
加

で
散
策
し
て
き
ま
し
た
。

出
発
地
点
の
八
幡
平
山
頂
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
あ
い
に
く
の

小
雨
で
し
た
が
、
雨
具
を
着
用

し
て
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

岩
手
県
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
の

似
内
功
孝
氏
を
先
頭
に
高
山
植

物
で
あ
る
キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
や
イ

ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
見
な
が
ら
一

時
間
ほ
ど
で
頂
上
へ
到
着
。

八
幡
沼
を
眺
め
な
が
ら
昼
食

を
と
っ
て
い
る
と
、
山
小
屋
の

方
か
ら
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
水
沢
の
幼
稚
園

児
と
父
兄
さ
ん
ご
一
行
の
団
体

で
し
た
。
ち
び
っ
子
た
ち
は
元

気
一
杯
で
す
。

雨
も
上
が
り
、
八
幡
沼
の
周

り
を
廻
る
湿
原
地
帯
の
景
色
を

観
な
が
ら
、
無
事
に
出
発
地
に

降
り
て
き
ま
し
た
。
多
少
の
登

り
下
り
は
あ
り
ま
す
が
、
の
ん

び
り
散
策
出
来
る
の
で
、
お
す

す
め
の
場
所
で
す
。

（
賢
）
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小
田
島
節
夫
さ
ん
（
上
浮
田
）

は
、
長
年
に
わ
た
り
花
巻
農
協

の
果
樹
部
会
役
員
を
歴
任
さ
れ
、

り
ん
ご
選
果
基
準
設
定
委
員
長
、

又
、
花
巻
農
協
の
果
樹
技
術
者

育
成
顧
問
と
し
て
営
農
に
も
携

わ
り
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
５
月
29
日
Ｊ
Ａ
花
巻
通

常
総
代
会
に
お
い
て
、
組
合
員

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
節
夫
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
「
紅
い
わ
て
」
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
当
時
り
ん
ご
と
言
え
ば
江

刺
が
有
名
で
、
花
巻
に
は
こ
れ

と
言
え
る
品
種
が
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
時
、
岩
手

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
『
紅

い
わ
て
』
が
開
発
さ
れ

た
。
色
つ
き
が
良
く
10

月
に
出
荷
出
来
る
点
に

着
目
し
、
花
巻
の
部
会

で
栽
培
計
画
に
取
組
み
、

県
内
ト
ッ
プ
、
46
％
の

産
地
化
に
成
功
し
た
。

こ
れ
が
高
価
格
販
売
に

つ
な
が
り
、
他
品
種
に

も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

賢
治
り
ん
ご
と
し
て
取
引
さ
れ

て
い
る
」

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

「
私
は
好
奇
心
が
強
い
の
で
、

軽
労
化
、
樹
形
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
、
『
乗
用
、
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈

機
』
の
導
入
、
電
気
柵
の
設
置
。

収
入
保
険
に
も
加
入
し
て
お
り

今
後
も
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

90
歳
現
役
を
目
指
し
て
、
太
極

拳
で
筋
力
維
持
に
励
ん
で
い
ま

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

い
つ
も
元
気
な
81
歳
の
節
夫

さ
ん
で
し
た
。

（
辰
）

ゆ
る
ゆ
る
と

カ
ン
ト
リ
ー
ヘ
ッ
ジ

（
羊
の
生
垣
）
へ

合
歓
の
花
が
咲
き
始
め
た
の

は
６
月
末
、
梅
雨
が
明
け
猛
暑

の
８
月
に
入
っ
て
も
咲
き
続
け

て
い
る
こ
の
夏
。
雪
の
少
な
い

冬
だ
っ
た
し
、
雨
の
降
ら
な
い

春
だ
っ
た
。
春
先
は
暑
く
寒
暖

差
が
大
き
か
っ
た…

と
「
い
つ

も
の
季
節
」
は
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
梅
雨
に
入
れ
ば
、

胡
桃
の
樹
皮
は
剥
き
や
す
く
な

り
、
染
色
の
た
め
に
枝
を
伐
っ

て
は
皮
を
剥
き
刻
む
。
合
歓
の

花
咲
く
涼
や
か
な
木
陰
で
の
作

業
は
、
ほ
の
か
な
香
り
に
包
ま

れ
る
。

梅
雨
の
合
間
の
曇
り
の
日
、

ク
ロ
ア
ゲ
ハ
が
蛾
み
た
い
に
木

の
葉
に
翅
を
広
げ
て
い
た
。
緑

に
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
の
翅
が
美
し
く

映
え
、
濡
れ
翅
を
乾
か
し
て
い

る
の
だ
と
ふ
と
気
づ
い
た
。

７
月
末
に
な
っ
て
も
梅
雨
は

明
け
ず
、
雨
の
合
間
を
縫
う
よ

う
に
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
が
合
歓
の
花

を
次
々
と
訪
れ
た
。
気
が
つ
け

ば
10
を
数
え
る
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
が

合
歓
の
花
を
賑
わ
す
。
合
歓
の

花
が
見
せ
て
く
れ
た…

幻
想
的

な
淡
い
夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
。

（
山
本

実
紀
）

ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
講
座

組
合
員
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

爺
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
と
の

出
会
い

リレー
エッセー

６
月
11
日
、
花
き
生
産
者
の

日
下
浩
子
氏
（
上
浮
田
）
に
教

わ
り
な
が
ら
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
参
加
し
た
６
名
の
方
々
は
、

花
が
好
き
で
日
頃
か
ら
植
栽
し

て
い
る
経
験
豊
か
な
皆
さ
ん
で

し
た
が
、
上
手
く
育
て
ら
れ
な

か
っ
た
経
験
も
あ
る
よ
う
で
、

そ
の
解
決
策
を
尋
ね
た
り
、
情

報
を
共
有
し
合
っ
た
り
と
、
参

加
者
同
士
の
交
流
も
図
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
仕
上
が
り
に
満
足

す
る
声
や
「
次
は
寄
せ
植
え
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
今
後
に
期

待
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
多
）

平
成
22
年
９
月
の
浮
田
小
学

校
閉
校
後
の
活
用
を
地
域
民
の

交
流
と
健
康
増
進
の
為
Ｇ
Ｇ
の

推
進
と
決
ま
り
、
参
加
し
競
技

の
愉
し
み
に
嵌
ま
り
、
平
成
25

年
４
月
東
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
に
入
会
。
仲
間
に
恵

ま
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｇ
は
「
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ

ナ
ー
」
の
深
い
理
念
か
ら
始
ま

り
、
人
間
と
し
て
大
切
と
す
る

「
自
分
か
ら
ル
ー
ル
を
守
る
心

構
え
」
の
精
神
を
常
に
保
ち
、

明
る
く
笑
顔
で
元
気
に
プ
レ
ー

す
る
こ
と
を
教
わ
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｇ
の
醍
醐
味
を
感
じ
な
が

ら
も
、
何
と
奥
深
い
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
だ
と
認
識
し
、
楽
し
み
に
は
、

無
理
し
な
い
、
迷
惑
掛
け
な
い
、

不
快
感
を
与
え
な
い
、
体
調
・

安
全
面
に
留
意
、
物
忘
れ
に
注

意
、
仲
間
を
思
い
や
る
心
を
し

て
い
る
。

ま
た
、
仲
間
の
人
生
観
を
拝

聴
し
学
び
も
あ
り
、
私
の
生
活

に
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る
。

（
毒
沢

小
菅

勵
）

ＪＡ
花巻
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夏
の
陽
射
し
が
ギ
ン
ギ
ン
刺

す
様
な
日
々
で
す
が
、
心
の
安

ら
ぎ
、
神
社
、
仏
閣
を
歩
く
、

な
ど
も
い
い
も
の
で
す
。

７
月
30
日
浮
田
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
赤

津
有
美
さ
ん
の
指
導
で
「
御
朱

印
帳
」
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
材
料
は
成
島
和
紙
を
使

用
。
作
り
方
の
手
順
を
聞
き
、

作
り
始
め
ま
し
た
。

和
紙
を
折
り
合
わ
せ
て
「
ノ

リ
付
け
」
。
ポ
イ
ン
ト
は
裏
表

交
互
に
ツ
ル
ツ
ル
、
ガ
サ
ガ
サ
、

紙
質
を
活
か
し
て
貼
り
合
わ
せ

る
こ
と
！
色
染
め
さ
れ
た
表
を

貼
り
合
わ
せ
、
乾
か
す
と
出
来

上
が
り
!!
ホ
ッ
と
一
息
つ
く…

。

作
っ
た
方
は
手
作
り
の
御
朱

印
帳
を
持
っ
て
、
近
く
の
神
社

仏
閣
を
は
じ
め
、
県
内
外
を
参

拝
し
御
朱
印
を
集
め
た
い
そ
う

で
す
。

蝉
の
声
も
耳
に
入
ら
な
い
位

の
真
剣
な
時
間
で
し
た
。
赤
津

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
二
三
）

御
朱
印
帳
づ
く
り

○
今
年
度
煙
突
俱
楽
部
へ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
か
ら
備
品
の

補
助
と
し
て
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

り
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
45
度

の
傾
斜
ま
で
刈
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
小
学
校
や
旧
保

育
園
の
り
面
な
ど

で
活
躍
し
そ
う
で

す
。

○
災
害
時
の
防
災
用
品
整
備
と

し
て
、
公
民
館
へ
電
気
が
止
ま
っ

て
も
ご
飯
が
炊
け
る
よ
う
に
、

ガ
ス
炊
飯
器
を
希
望
に
よ
り
設

置
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
中

内
、
太
田
目
、
下
浮
田
の
各
公

民
館
で
す
。

○
ま
た
、
公
民
館
よ
り
座
敷
用

い
す
の
補
助
申
請
を
受
け
備
品

補
助
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

○
不
法
投
棄
防
止
対
策
と
し
て
、

地
域
内
に
カ
メ
ラ
付
き
看
板
を

４
か
所
に
配
置
し
ま
し
た
。

○
今
年
度
の
「
芸
農
ま
つ
り
」

の
開
催
を
見
送
る
こ
と
に
実
行

委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
理

由
と
し
て
は
①
旧
保
育
園
の
取

り
壊
し
が
秋
ご
ろ
か
ら
始
ま
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
②
10
月
か

ら
11
月
は
各
種
行
事
が
毎
週
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
開
催
を
予
定

し
て
い
た
10
月
27
日
は
消
防
演

習
大
会
が
行
わ
れ
る
た
め
。

○
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
開
催
日
は
11
月
８
日
（
金
）

18
時
よ
り
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
輝
）

結
い
の
里
編
集
員
に
よ
る
研

修
「
安
倍
貞
任
（
あ
べ
の
さ
だ

と
う
）
の
軌
跡
を
辿
る
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
毒
沢
の
平
野
保
さ

ん
を
お
願
い
し
、
事
務
局
に
は

運
転
手
と
し
て
ご
苦
労
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

古
代
末
期
の
東
北
を
代
表
す

る
武
将
で
あ
る
安
倍
貞
任
。
一

説
に
は
背
丈
は
１
ｍ
80
㎝
を
越

え
、
力
士
並
み
の
体
格
で
逞
し

く
、
顔
立
ち
も
よ
く
堂
々
と
し

て
い
た
と
の
こ
と
。
そ
の
一
方

で
、
色
白
の
肥
満
体
で
あ
っ
た

と
す
る
伝
え
話
し
も…

。

安
倍
一
族
の
旧
跡
は
東
和
町

内
に
数
多
く
あ
り
、
「
安
倍
貞

任
隠
れ
岩(

田
瀬)

」
、
朝
敵
源

頼
義
に
関
連
す
る
「
鏑
八
幡
神

社
」
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

30
年
前
に
放
送
さ
れ
た
大
河

ド
ラ
マ
『
炎
立
つ
』
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

（
浩
）

事
務
局
だ
よ
り

「
遊
報
」

編

集

後

記

編
集
委
員
長

千
田

浩
志
（
毒
沢
）

編
集
長山

本

実
紀
（
毒
沢
）

編
集
委
員

山
口

友
恵
（
宮
田
）

千
葉
二
三
恵
（
中
内
）

多
田

辰
雄
（
上
浮
田
）

小
田
島
賢
志
（
下
浮
田
）

渡
辺

郁
美
（
中
内
）

竹
田
美
由
紀
（
宮
田
）

題
字

千
葉

稔

（
下
浮
田
）

事
務
局藤

井

輝
雄
（
中
内
）

小
田
島
多
賀
子
（
下
浮
田
）


